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(別紙 1)巨己評価惑外部評価 評価表 (2020年度)

タイトル
項目
番号

項目

自己評価

外部評価
コ メ ン ト、

実施状況
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曹 瀧纂総講評箇 銀歯岨瞳岨せ“ 脳薩 な事業灘営i
鎚 ) 理念の明確化
① サービスの特徴を踏
まえた理念の明確化

I 当該サービスの特徴である「利用者等
の在宅生活の継続」と「心身の機能の
維持回復」を実現するため、事業所独
自の理念を掲げている

○

i L
新人織機は新大研修にこ必、ず参加 L響き 1コロナ ル ス轍炎症の影響≧

2 管理者と職員は、当該サービスの特徴
および事業所の理念について、そのP『
容を十分に認識している ○

11 き;I
11

l
J

11
11

l
J

につ装;報 懸 濁 ~、項‘雫益 さでヘルパー会議の開催が離し
瀞、琴墓苔あ無策三表彰喬云声徴三-いと思うが、書面のみでは伝
することか多もめ唖「目で理念を唱和しまわ りにくい情報 もあるかと愚

書 。新人に対 し、ゆっくり丁
:-享な指導をお願い したい。

3 運営者は、専門技術 (アセスメント
随時対応時のオペレーターの判断能力
など) の向上のため、職員を育成する
ための具体的な仕組みの構築や、法人
内外の研修を受け湖総会等を確保して
いる

○〉1
;I

き
i
〉11
I

ミ j

琶 ヤ

l
l
〉11

年間計画に沿ってエ~ 喜問題ないと思いますが
2回/ 月、研修を行う .≧資料等でわからないご事
ようにしている 今年 1は積極的に質問ができ
度は書面にて行う事が 1る体制作りをお願いし

多く研修資料配布も語義も蕎義孝善行
行っている。

4 管理者は、サービス提供時の職員の配
置等を検討する際、職員の能力が最大
限に発揮され、能力開発が促されるよ
う配慮している ○

q

雪
} 雪
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雪 ご
垂
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垂
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弓
曇
蓋
l
鼻

② t 介護職◎看護職間の
相互理解を深めるた
めの機会の確保

5 介護職 @看護職の間で、利用者等の特
性①状況に係る相互の理解 @認議の共
有のための機会が、十分に確保されて
いる

○

き
三 >

il

望,
i
1

隆幸ゴ畠誓薯諾誓き
曇添を議裟嬉逗
跨 中るよ遷 ;めて

情報共有、理解ができ
ている。必要時は、電
話古やメールで情報交換
も行っている。



御J紙号巨己評価藍外部評価 評価表 (2020年度)
自己評価 I

実施状況

　　　　 　　　 　 　　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　　

,
番号 /ナー 番号

=
そ
ぎ
・ 害 誓 暮 ザ メギ 「 一

,,
さ る が券 ない 』
　 　 　

-梯 適堀な繊体制の構築 鰹ヤ蓋慧諦墓璽遭すぎ行われか く① 組織マネジメントの 6 利用者等の特性に応じた柔軟なサービ
取り組み ヌを提供するため、最適且つ柔軟な人 ○ 配置を行っている。 ーま

材配置 (業務 静シブトの工夫) を行っ 1
… ている ! -

③ 介護 “医療連携推進 ? 弁護 ・医療連携推進会議を適時適切に コロナ禍において、今 院ぢ型コロナ流行中でも

鑓錆長議意見 等(サービスの過少供給に対する指 ○ 雛疑鹸讐を鍵 際i島 F器蟹弓
楠、致善策の提案等) を、サービスの ビヌに反映させてい

　 　 　 　 　提供等に適切に反映させている i 樽。

-(4 ー 遭卿な情報提供揮共有の
・
ための基溝整備 毎月、モニダリンダ報告書状況に応じた情報の共

　　 　　　　 　　　　　　 　 　　　　　
れている

誓縞 ) 安全管理の徹底 9 サービス爆供に係る職員の安全確保や 職員へ安全確保鑓ためー出来ている。定期的に　　　 　　　　　　　　　

業所においてその具体的な対策が講じ

防犯対策、災害時対応等) ≧ 災害時対応マップを作 ≦
製 している。

　
◎ 利用者等の個人情報 難 事業所において、利用者等に係る個人 個人幅報取り扱いにっ 個人情報の取り扱いに
の保護 情報の適切な取り扱いと保護について … いては、 (守秘義務 ついては、十分簾腐す ≦

の具体的な工夫が講じられているとと 等)職員研修を行って おことが出来ている。
もに、管理者や職員において共有され ○ いる。 ,

! ている キ ー
　 　　

　
　 　



(別紙二)日じ評価霊外部評価 評価表 (2020年度)
≧ 自己評価 r

実施状況

　　　 　 　　 　 　　 　　　　 　 　 　　　 　　 　　
Q てい し てい h
る が参 ない

　　 　
　

　

唖 過程評価 【Process)
1i玉 利用着筆の特性鴇変化に応じた専岡的なサービス提供
ぎ{“ 希寡購 者等の状況押,裾及びアセスメン トに基づく計画の作成 事業所独自のアセスメ 利用壱個 の々生浩に禽Pきた

① 驚き塞雛嚢ぞ・型噂等禦豊穣農業蓄え辱呈し○ 署影馨爵謝…評議商談義務&
た、介護 絢看護 両面 も月でぁるため連縫ノート等の

からのアセスメント
の実施 醒 介護 看護の両面からのアセスメン ト 毎月も訪問選謹畢美弾庁ょりァ 連絡ノート等の活用 ＼

容灘離農覇の共有・つき○ 零驚き糟総 轄著書騒…
必要時には同行してい後。

⑩ 瓢薦漆器璽か3閣欝馨鞭躍箸離辱署を 瓢憲湾薄轟直奏小貫舞濯錆巽覇 i
橋の継続に軸足を置 Q セスメントしている。 墓事が出来ている。

いた「未来志向型」
の計画の作成

　　　　　　　　　　　 　　　　　　
ぎ 画の作成が志向されている - き せているb ー滋離 農巻き言

もじお願いしたい。

;( 瀞 泰輔膝者等の状況変化への柔軟な対応 と計画の見直 し 日常の様了親捌こょり状態の 状況等に応じたサービス提
≧ ① 計画上のサービス提 15 計画上のサービス提供 日時以外であっ 変化が生じた時には、他職穣 供ができている。 11

供日時に限定されな てもヰ爾 等の状況む壊すとが生じた
菱電無議題聾 美幸

曝露羊族にとって心強≧
い、必要に応じた柔 場合は、必要に応じて新たに定期巡
軟な定期巡回・随時 回 9随時対応サービスの提供園時を設 ○ 分補給や室温調整を行ぃ熱中
対応サービスの提供 定するなど、柔軟な運営に努めている 症対葉を行ってし、る。



き三評価盛外部評価 評価表 (2020年度) (別紙 1)
≧ 自己評価 =
≧ 実施状況 ー

壕身ノヨ トル 禦 項日
霧
!豪 長 増 11せぎぎすぎ
働 が多 ない 葦

　 　　

② 継続 Lたモニタリン 16 サービス提供を通じた、継続的なモニ ヘルバーの記録等を電子化記録を電子化する事で、職
ダを通じた利用者等 タリングによる、利用者等の状況変化 すること呑・こより、訪問計画員全員がスピーディーに状

; 髭ぞ警響騒擾 蹴響欝と、計画への適宜反映が行 ○ 露馨矧繋ぎ諸蜜護嬰繋1寄書なて
き

反映
きる様になっている。計画 いる。 ・
の反映がスムーズに行われ
てい る。 キ

.キ総 〕介護職鞍看護職の協働による一体的なサービスの提供

①撰羅翻 .7謝溌饗蓄え嚢電装葬。 誓悪霊菱蓄電電湯屋遍隻重要音響讐
提供 われている ているo a

② 離 職によるサービ 18看護職から介護職に対し疾病予防惑 審議鶴舞灘繋争,轟曹罰鷺 辱雫き
, ス提供に関する指 病状の予後報輔ぬ 身の機能の維持回

塾 髭 握『謹 撰驚
おり・聞題ない。

,導、助言 復などの観点から、指導、助言が行わ ○
れてい る ている。 i

さ超 ) 利勝者等との情報及び意識の共有
① 利踊者等に対する当 鰯 サービスの開始前に、利用者等に本 契約時、重要事項の説 出来ている。
該サービスの趣旨及 サービスが「利用者等の在宅生活の継 明にて必ず行ってい 契約時以外でも随時蛙
び特徴等についての 続」と「心身の機能の維持回復」を実 る。 票に応じて説明してい
十分な情報提供 現ずるためのサービスであり、訪聞 く必要がある。

サービスは、その趣旨に沿って行われ ○
るアセスメントに基づき提供されるこ
とについて、十分な情報提供◎説明が
行 われてい る 、 ii

② 利用者等との目標及 20 作成した計画の目標及びその内容につ 個 の々サービス内容に 利用者やその家族に対 曇
び計画の共有と、適 いて、利用者等に十分な説明を行うな ついては 訪問介護計 して、説明が十分に行 尋
時適切な情報の提供 ど、共通の認識を得るための努力がさ ○ , 画書により説明を行い えている。

れている 署名 @捺印をいただい
ている。必要時には家
　　　　　　　 　　　 　　

の回示及
び計画の共有と、適
時適切な情報の提供



継続に必要となる、
利用者等に対する包
捲的なサポートにつ
いての、多職種によ
る検討

利用者の±宅生活の継続に必要とな
る、包括的なサポート (保険外サービ
ス、インフォーマルケア等の活用を含
む) について、必要に応じて多職種に
よる検討が行われている (※任意評価
項目) 写

しンスに才aいて、 シノレ

バー人材派遣や有償ボ
ランティア、福祉タク
シーなどの活用等を多
職種にて検討してtき

日己評価慈外部評価 評価表 (2020年度) (別紙 1)
自己評価

実施状況 -}

≦タ嘉一 ~ 禦 項日 寒曜ば 際 さ 讐響き ョ↓ コメント 呈
　 　　　 　　　　　　　　 　
き 1き 董

21 利用者の状況の変化や、それに伴う 状況の変化等について 利用者の状況変化にっ ミ
サービス提供の変化等について、家族 は随時家族に面会、電 いては、家族及び関係 ミ
等への適時◎適切な報告務相談等が行 o 話、メール、FAX等にて 者に報告や相談が出来
われている ′ 報告参相談を行ってい ている。満足していた

1
る。 だけていると思う0 ±

.諸 券職種連携に基づいた包括的祭陸続的マネジメント
≦(“ 共暦ケアマネジメントの実践
① 利用者等の状況の変 22 ケアマネジャーとの間で、利用者への 担当者会議で決めた日 担当者会議でサービス
化についての、ケア サービス提供状況、心身の機能の変 時で訪問を行い体調や 内容について方向性を
マネジャーとの適切 化、周辺環境の変化等に係る情報が共 環境の変化等の情報を 統一でき、必要なサー
な情報共有及びケア 有され、サービスの提供日時等が共同 ○ 随時、ケアマネー ビスが提供できてい
プランへの積極的な で決められている ジャーと共有し、支援 る。
提案 内容やサービス提供日

時等の変更も共同で
　　　 　　　　　　

23 計画の日標達成のために、必要に応じ 必要時には、近隣の方 フォーマルサービスだ
て、ケアプランへの積極的な提案 (地 の見守りやボランティ けでなく、利用者に必
域内のブオーマル・インフオーマル アの方々の活用を提案 要なインフォーマル
サービスの活用等を含む) が行われて ○ している。 サービスの提案もでき
いる ている。また~ 地域の

方々の協力も不可欠で
ある。

き ② 定期的なアセスメン 24 サービス担当者会議等の場を通じて、 モニタリング報告書や 担当者会議だけでな
ト結果や日標の達成 利用者等の状況や計画日標の達成状況 担当者会議 Qカンブァ く、状況や状態の変化
状況等に関する、多 について、多職種への情報提供が行わ , レンス等で情報提供を について多職種への報
職種への積極的な情 れている 1 0 行っているG 告 G連絡を行い積極的

; 報提供 ≦ な情報提供が行われて 罰
いると思う。

　

利用石が生活する上で
必要なインプオーマメレ
サービスの后用やま礎県案
ができている。

J耳
J月十一1)・{≧」1
く111{{1く」」・1{{」・
・く、』ノ{;)-入り



さ己評価惑外部評価 評価表 (2020年度)
自己評価

実施状況

-≧ タイトル 項日 でき 外部評価
き 番号 タイトル 番号 項目 * 讐 奉書 奉呈 コメント コメント き

る てい こと てい
穆 が雰 ない

　 　 　　

26 病院◎施設への入院◎入所、及び病 担当者会議及び退院時 コロナ禍の中で、会議 ≧

, 磨ご翻霧曹謡轡粟諺著議事をも 字墓稀詰三暴露辱濯ぎ濯ぎ縁羅茅
; 種による検討や惰報の共有が行われて

-

る。 1
を提供するためむこ、必要に応じて多職 ○ 情報の共有を行ってし

三塁裏お湯
麓 溺葱

いる (※任意評価項日)
⑧ 多職種こよる効果的 27 地域における利用者の在宅生活の継続 担当者会議等にて検討 役割や連携等、共有さ 1
な役割分担及び連携 に必要となる、包括的なサポート体制 し共有している。 呈さている。
に係る検討と、必要 を構築するため、多職種による効果的:1
に応じた関係者等へ な役割分担や遵携方策等について検討 0 1 言 き キ

ー の積極繭な提案 』ご共有がされている (※繍 評価嘆 尋 目 - -
　　 　

　
　 　

　 　 　 　 　

…& 誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画 ;1
1趣 ) 地域への積極的な情報発信及び提案
① 介護 8医療連携推進 28 介護 $医療連携推進会議の記録につい 事業所内ホームページ ;インターネットでの確 i
会議の記録や、サー て、誰でも見ることのできるような方 で閲覧できる様にLて 際ができた。
ビスの概要及び効果 法での情報発信が、迅速に行われてい 0 いる。 f
等の、地域に向けた ろ
積極的な情報の発信

の、地域における正しい理解を広める 間看護事業所ヘサービ ほしい。確認できな
r ため 積極的な広報周知が行われてい 0 ス事例や効果等を紙面 かった。 l
i ま る 等で配布 してい る。 1 ~

キ(霧 地域包括ケアシステムの構築に向けての、まちづくりへの参画

; ①言要撃離簾高言30言望露露醇蕃蝉霧璽美喜 ,, 蔓参考琴零麓≦r 理解できてい
≦
雷
方針や計画あ理解 ー-- 一戸 十 ナ 十一…M モ 圭や計画の内容等について十分に理解 L O キ ヘワヱブ等≧′こて参加を き

f
ている 行っており・理解して

ぢ い る c

(別紙“



.巨己評価聡外部評価 評価表 総020年度)
自己評価

実施状況

;1 1 -

1ダ嘉ぢ 弾し 禦 項巨 寒馨= 震 き 掛 讐誓ぎ搾
る誉滋養差セミ

:; い 雪

② サービス提供におけ 31 サービスの提供エリアについて、特定 サービスを利用されて 更に広く展開していく 「
る、地域への展開 の建物等に限定せず、地域へ広く展開 いる方のほとんどが麹 ことを期待している。

Lていくことが志向されている ○ 域で生活されているフラミ1
である。

③ 安心Lて暮らせるま 32当該サービスの提供等を通じて得た祷 各種会議等きけエゴ参
党
議 露 蓬蓋 選 1

ちづくりをこ向けた、 報や知見、多様な関係者とのネット 加している。

禄酸醒灘鵠滋駿髪繋 ○ 提案をネテラ事もある三妻妾袋饗あき零
険外サービスやインフオーマルサービ 1しい。 ,

* 蒙塵書評港霜ドネテわれている
r
ii i l

　 　 　 　 　 　
}唖 結果評価 《腕 tco極畔
① サービス導入後の利 33 サービスの導入により、利用者ごとの モ 計画日標を達成し、レベル萎個別の計画日標達成のため

用者の変化 計画日標の達成ヵ梱られている o l 裏声様是竪霧蔓美嚢渓谷窯際菩争議
轟 いる方もいる。

　 　 　

② 在宅生活戊継続に対 34サービスの導入はリ、飛騨瀦≦隷お 含蓄髪蝉竪家了多言三表葛燕看護舞忌喜憂

　 　

回答があった。

(別紙“


